
広報 2014

12/15
　●募集　簡易生ごみ処理普及事業の
　　委託団体　　
　●地域創造事業補助金を終了します
　●彦根長浜都市計画の変更などの案

●はーとふるメッセージ2013
　特選作品紹介　第1回　
●子どもの予防接種週間
●休日窓口を開設します  
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平
成
24
年
に
発
行
し
た
「
英
語
版
マ
ン
ガ
彦
根
の

歴
史
」
の
日
本
語
版
を
制
作
し
、
販
売
を
始
め
ま
し

た
。

　

不
思
議
な
猫
に
導
か
れ
た
主
人
公
た
ち
が
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
、
戦
国
時
代
の
彦
根
、
井
伊
直な

お

弼す
け

の
活

躍
、
彦
根
の
文
化
な
ど
を
目
の
当
た
り
に
す
る
様
子

を
描
い
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
英
語
版
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
日
本
語
版
は
、

よ
り
読
み
や
す
く
、
マ
ン
ガ
を
き
っ
か
け
と
し
て
彦

根
の
歴
史
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化
財
課
☎
26-

５
８
３
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
８
９
９
番

販
売
し
て
い
ま
す

▲▶表紙（上）、本文（一部）

販売場所　開国記念館（金亀町）、彦根
城博物館（金亀町）、 市史編さん室
（市民会館３階　尾末町）、彦根市ホーム
ページ内の専用フォームからも購入
できます。

価格　500円
体裁　Ａ5判、72ページ（マンガ53
ページ、表紙・コラム・地図など19ペー
ジ）

日
本
語
版

マ
ン
ガ
彦
根
の
歴
史
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配
車
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
同

11
時
（
搬
入
は
正
午
ま
で
）

申
請
書
・
要
綱
・
配
車
カ
レ
ン
ダ
ー

の
配
布
場
所　

清
掃
セ
ン
タ
ー
、

　

生
活
環
境
課
、
支
所
、
各
出

　

張
所

※
申
請
書
は
自
治
会
長
あ
て
に
送

付
し
て
い
ま
す
。

申
請
方
法　

所
定
の
申
請
書
に
配

車
を
希
望
す
る
場
所
を
示
し
た

地
図
を
添
付
し
て
、
受
付
場
所

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

ご
覧
く
だ
さ
い

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿□市

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、
本

人
の
申
請
に
よ
っ
て
調
製
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
名
簿

は
次
の
と
お
り
縦
覧
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　

２
月
23
日
㈰
〜
３
月

９
日
㈰
（
土
・
日
曜
日
は
、
市
役
所

西
口
に
あ
る
当
直
室
で
縦
覧
で
き
ま

す
）

縦
覧
場
所　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
市
役
所
４
階
）　

問
い
合
わ
せ
先　

選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
☎
30-

６
１
３
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

４
５
５
１
番

地
域
創
造
事
業
補
助
金
を

終
了
し
ま
す

□市
観
光
振
興
課

　

地
域
創
造
事
業
補
助
金
は
「
湖

東
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
基
づ
き
、
平
成
25
年
度
分
を

も
っ
て
提
案
の
募
集
を
終
了
し
ま

す
。

　

地
域
創
造
事
業
は
、
平
成
22
年

度
か
ら
開
始
し
、
市
民
団
体
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
企
画
・
立
案
・

実
施
を
し
ま
し
た
。

　

地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
再

発
見
を
行
い
、
地
域
の
魅
力
を
発

信
し
た
り
、
市
内
の
活
性
化
を

図
っ
た
り
す
る
な
ど
の
成
果
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、
彦
根
市
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

観
光
振
興
課

☎
30-

６
１
２
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

９
６
７
６
番

地
域
の
清
掃
活
動
に

ダ
ン
プ
車
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

□市
清
掃
セ
ン
タ
ー

　

自
治
会
な
ど
で
、
地
域
の
清
掃

活
動
を
実
施
し
た
後
の
土
や
草
を

処
分
す
る
た
め
に
、
回
収
車
（
ダ

ン
プ
車
）
を
配
車
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
の
受
け
付
け
は
、
２

議
会
」
が
窓
口
で
す
。

　
「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」設
置

に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
彦
根
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

は
、15
学
区
（
地
区
）
の
青
少
年

育
成
協
議
会
、
青
少
年
育
成
推

進
指
導
員
、
警
察
、
教
育
関
係

課
、
福
祉
関
係
課
な
ど
と
連
携

を
図
り
な

が
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な

青
少
年
健

全
育
成
活

動
を
推
進

し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
市
青
少
年

育
成
市
民
会
議
事
務
局（
子
ど

も
青
少
年
課
内
）
☎
26-

０
９
９

４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８

番

月
23
日
㈰
か
ら
で
す
が
、
初
日
に

限
り
、
昨
年
度
ま
で
と
受
付
方
法

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

回
収
車
の
台
数
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
希
望
日
に
配
車
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

受
付
日
時
・
場
所
・
方
法

▼
２
月
23
日
㈰　

午
前
９
時
〜
正

午　

南
地
区
公
民
館
（
甘
呂

町
）　

午
前
９
時
か
ら
同
10

時
ま
で
の
来
場
者
を
対
象
に

抽
選
を
行
い
、
抽
選
番
号
順

に
受
け
付
け
ま
す
。
同
10
時

以
降
は
、
抽
選
し
た
人
の
後

に
受
け
付
け
ま
す
。

▼
２
月
24
日
㈪
以
降
の
平
日　

午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分　

清
掃
セ
ン
タ
ー
（
野

瀬
町
）　

配
車
で
き
る
日　

１
・
２
月
を
除

く
、
毎
月
第
１
・
第
３
日
曜
日
、

６
月
29
日
㈰
、
７
月
27
日
㈰　

※
５
月
の
第
１
日
曜
日
（
５
月
４

日
）、
８
月
の
第
３
日
曜
日
（
８

月
17
日
）
は
配
車
し
ま
せ
ん
。

２
月
は「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」

推
進
月
間

緊
急
時
の
避
難
場
所
の

確
保
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

彦
根
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

子
ど
も
を
巻
き
こ
ん
だ
事
件
に
、

大
人
は
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
で

し
ょ
う
か
。

大
人
の
「
目
」
が
子
ど
も
に
い

つ
も
向
い
て
い
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
す
こ
と
が
ま
ず
第
一
歩
で
す
。

「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」の
活

動
は
、
目
に
つ
き
や
す
い
所
に
プ

レ
ー
ト
を
設
置
し
、
子
ど
も
に
危

険
が
押
し
せ
ま
っ
た
と
き
の
避
難

場
所
を
確
保
す
る
も
の
で
す
。

多
数
設
置
す
る
こ
と
で
、
犯
罪

抑
止
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
各

学
区
（
地
区
）
の
「
青
少
年
育
成
協

▶
こ
の
プ
レ
ー
ト
が
目
印
（
現

在
、
約
１
、９
０
０
件
の
事
業

所
や
家
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
）

意見の件数　0 件

問い合わせ先　 教育委員会
生涯学習課☎ 24-7974、
FAX23-9190

意
見
公
募
手
続
制
度
結
果

の
お
知
ら
せ

彦根市社会教育委員設置
条例の一部改正（素案）

　

簡
易
生
ご
み
処
理
を
普
及
さ
せ

る
た
め
、
市
内
の
団
体
に
事
業
を

委
託
し
、
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る

人
（
会
員
）
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　

で
き
た
堆
肥
は
、
有
用
な
微
生

物
を
含
む
有
機
質
肥
料
と
し
て
利

用
で
き
ま
す
。

　

会
員
か
ら
は
「
野
菜
が
お
い
し

く
な
っ
た
」「
農
薬
な
し
で
も
野
菜

が
作
れ
る
」
な
ど
の
声
（
下
欄
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
掲
載
）
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
平
成
26
年
度
に
こ
の
事

業
を
実
施
す
る
団
体
を
募
集
し
ま

す
。　

実
施
内
容

▼
バ
イ
オ
菌
を
用
い
た
簡
易
生
ご

み
処
理
の
登
録
会
員
の
募
集　

▼
年
度
末
に
実
績
報
告
の
提
出

▼
「
ぼ
か
し
」（
※
）
の
原
料
を
購

入
・
製
作
し
、
会
員
に
ぼ
か
し

を
配
布　

※
ぼ
か
し　

油
か
す
や
米
ぬ
か
に

も
み
殻
な
ど
を
混
ぜ
て
発
酵
さ

せ
た
ア
ミ
ノ
酸
肥
料
で
す
。
微

生
物
の
活
性
化
を
促
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
の
10
人
以
上

で
構
成
し
て
い
て
、
市
内
で
活

動
す
る
団
体　

募
集
期
間　

３
月
３
日
㈪
～
同
21

日
（
金
・
祝
）　

そ
の
他　

新
規
に
会
員
が
入
会
す

る
と
き
の
生
ご
み
処
理
容
器
は
、

彦
根
市
が
支
給
し
ま
す
。
ぼ
か

し
の
原
料
代
は
、
団
体
の
規
模

に
応
じ
て
彦
根
市
が
支
給
し
ま

す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

生

活
環
境
課
☎
30-

６
１
１
６
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

生ごみの堆肥化に挑戦しよう

　平成 24 年度に彦根市が処理した燃やすごみ量は
3 万 3,707 トンで、そのうちの約 50％（湿重量）が
生ごみです。生ごみの約 85％が水分といわれている
ことから、水切りや乾燥を徹底すれば、ごみの減量に
なります。さらに一歩進んで、生ごみを資源として有
効利用しましょう。

有機質肥料　窒素、リン、カリ
　ウムの他にも、鉄、マグネシ
　ウムなども含まれます

化成肥料（３要素）　窒素、リン酸、カリウムだけに頼
　ると…

　

生
ご
み
を
発
酵
さ
せ
て

甘
く
て
虫
に
強
い
野
菜
作
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

日ひ

夏か

里り

エ
コ
ク
ラ
ブ　

大お
お

森も
り　

豈や
す

江え 

さ
ん

▶
会
員
の
皆
さ
ん
と
ボ
カ
シ
作
り

▲ミミズや微生物にも
　栄養たっぷりの土

▲ミミズや微生物が
　少ない土

微生物が有機物
を分解して、植
物に必要な栄養
素を分泌します

▲色つやがよくて栄養たっ
ぷりの野菜

▲ビタミンやミネラルが不
足している野菜となるこ
とも…

育てる

育てる

ご
み
の
減
量
と
資
源
化
ト
ピ
ッ
ク
ス

第
15
回　
　

簡
易
生
ご
み
処
理
普
及
事
業
の
委
託
団
体
の
募
集

　

彦
根
市
の
簡
易
生
ご
み
処
理

普
及
事
業
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
会
員
数
が
70
人
に
な

り
ま
し
た
。

　

捨
て
れ
ば
水
分
の
多
い
ご
み

と
し
て
処
理
費
用
の
か
か
る
生

ご
み
も
、
生
か
せ
ば
土
を
元
気

に
し
て
お
い
し
い
野
菜
、
美
し

い
花
な
ど
を
育
て
て
く
れ
ま
す
。

　

生
ご
み
を
発
酵
す
る
処
理
用

バ
ケ
ツ
は
、
家
の
中
に
置
い
て

も
バ
イ
オ
菌
の
力
で
、
虫
も
わ

か
ず
悪
臭
も
あ
り
ま
せ
ん
。
電

気
は
不
要
で
す
の
で
、
環
境
に

や
さ
し
い
処
理
方
法
で
す
。

　

年
数
回
の
ぼ
か
し
作
り
は
、

野
菜
栽
培
の
情
報
交
換
を
し
な

が
ら
に
ぎ
や
か
に
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
野
菜
は

お
い
し
い
」
と
孫
に
言
わ
れ
た

こ
と
が
う
れ
し
く
て
、
元
気
に

畑
作
業
を
し
て
い
ま
す
。「
家

族
に
安
全
な
野
菜
を
」
と
思
い
、

日
々
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

畑
の
な
い
人
で
も
処
理
し
た

生
ご
み
を
土
に
還か

え

せ
る
よ
う
貸

農
園
を
始
め
ま
し
た
。
た
だ
い

ま
、
耕
作
者
募
集
中
で
す
。

　

３
月
30
日
㈰
午
前
10
時
か
ら
、

日ひ

夏か

里り

館か
ん

（
日
夏
町
２
９
０
８-

５
）
で
ぼ
か
し
作
り
を
し
ま
す
。

見
学
の
み
の
人
も
歓
迎
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

日
夏
里
エ
コ

ク
ラ
ブ
（
大
森
さ
ん
）
☎
25-

１
９
４
８
番
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彦根市男女共同参画地域推進員

活動内容　市民、事業者、自治会など、彦根市と連携
しながら、彦根市が行う男女共同参画出前講座の
PR や支援をはじめ地域などで取り組まれる男女共
同参画活動を支援していただきます。情報交換を行
うための月１回程度の会議にも出席いただきます。

任期　４月１日〜平成28年3月31日
対象　市内在住の 20 歳以上で、男女共同参画の推進

に意欲のある人
　※国家公務員・地方公務員は応募できません。
定員　７人 （定員を超えた場合は選考）

報酬　月額１万円（予定）

申込期限　3月7日㈮（必着）　
申込・問い合わせ先　 人権政策課☎ 30-6113、

FAX24-8577　※同課などにある応募用紙に必
要事項を書いて、申し込んでください。応募用紙は
彦根市ホームページからダウンロードもできます。

所
（
外
町
）
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９

０
３
８
番

デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス

が
終
了
し
ま
す

　
　

  　

  

総
務
省

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
ア
ナ

変
換
（
※
）
サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成

27
年
３
月
末
ま
で
に
終
了
し
ま
す
。

テ
レ
ビ
の
右
上
に
「
デ
ジ
ア
ナ

変
換
」
と
告
知
ロ
ゴ
が
表
示
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
デ
ジ
ア
ナ
変
換

サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
テ
レ
ビ
を
視
聴

し
て
い
ま
す
。

※
デ
ジ
ア
ナ
変
換　

デ
ジ
タ
ル
の

電
波
を
ア
ナ
ロ
グ
に
変
換
し
、

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
も
地
デ
ジ

が
暫
定
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
（
外
町
）
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９

０
３
８
番

年
金
額
を
増
や
せ
ま
す

付
加
年
金
保
険
料
の
納
付

　
　

  

彦
根
年
金
事
務
所

国
民
年
金
は
、定
額
保
険
料
（
月

額
１
万
５
、
０
４
０
円
）
に
、付
加
年

金
保
険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
上

乗
せ
し
て
納
付
す
る
こ
と
で
、
よ

り
多
く
の
年
金
額
を
将
来
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
付
加
年
金
保
険
料
を

１
年
間
納
め
た
場
合
、年
額
２
、４

０
０
円
（
２
０
０
円
×
12
か
月
）
の

年
金
額
を
「
付
加
年
金
」
と
し
て
、

将
来
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

希
望
者
は
、
彦
根
年
金
事
務
所
、

保
険
年
金
課
、
支
所
、
各
出
張

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
点

▼
農
業
者
年
金
加
入
者
は
、
希
望

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
付
加

年
金
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

▼
国
民
年
金
基
金
の
加
入
者
は
、

付
加
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
こ
れ
ら
の
条
件
は
、
制
度
改
正

で
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

14
日
㈮
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

縦
覧
場
所　

湖
東
土
木
事
務
所

管
理
調
整
課
、

都
市
計
画
課

（
市
役
所
２
階
）、
支
所
、
各
出
張
所

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課

☎
30-

６
１
２
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

平
成
26
年
度

水
質
検
査
計
画
を
策
定

大
藪
浄
水
場

　

よ
り
良
質
で
安
全
な
水
道
水
を

供
給
す
る
た
め
、
水
質
検
査
の
項

目
や
回
数
な
ど
を
定
め
た
「
水
質

検
査
計
画
」
に
基
づ
い
て
水
質
を

検
査
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

公
表
場
所　

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
１
階
）、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道
部

大
藪
浄
水
場
☎
22-

３
３
２
４

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
０
９
７
番

手
続
き
は
お
早
め
に

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
等
の

廃
車
や
名
義
変
更

□市
税
務
課

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
所
有
者

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
廃
車
や
名
義
変
更

が
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
、
災
害
・
失
業
な

ど
が
あ
っ
た
前
月
か
ら
、
災
害
・

失
業
な
ど
が
あ
っ
た
年
の
翌
々
年

６
月
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
特

例
免
除
の
申
請
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。(

３
月
以
前
に
あ
っ
た
災

害
・
失
業
も
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
過

去
分
の
審
査
の
対
象
期
間
は
２
年
１
か

月
前
ま
で
で
す
）

　

例
え
ば
、
災
害
・
失
業
な
ど
が

あ
っ
た
の
が
平
成
25
年
４
月
だ
っ

た
と
す
る
と
、
平
成
25
年
３
月
か

ら
平
成
27
年
６
月
ま
で
の
期
間
に

つ
い
て
、
特
例
免
除
の
申
請
が
で

き
ま
す
。

申
請
方
法　

保
険
年
金
課
、
支

所
、
各
出
張
所
、
彦
根
年
金
事

務
所
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

過
去
分
の
申
請
を
す
る
と
き

は
、
対
応
す
る
前
年
所
得
に
対

し
て
審
査
が
あ
る
た
め
、
所
得

に
関
す
る
資
料
な
ど
が
必
要
に

な
る
揚
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

申
請
が
で
き
る
対
象
期
聞

が
拡
大
さ
れ
ま
す

　
　

  

彦
根
年
金
事
務
所

　

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い 

と
き
や
失
業
に
よ
り
、
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

な
揚
合
、
保
険
料
の
免
除
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
過
去
２
年
１
か

月
分
の
免
除
申
請
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
過
去
分
の
国
民
年

金
保
険
料
の
免
除(

※
）が
受
け
ら

れ
る
期
間
は
、
申
請
の
直
前
の
７

月(

学
生
納
付
特
例
は
直
前
の
４
月
）

ま
で
の
１
年
以
内
で
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
、
申
請
時
点
の
２ 

年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
申
請
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
申
請
時
点
が
平
成
26

年
４
月
だ
と
す
る
と
、
平
成
24
年

３
月
分
ま
で
申
請
が
で
き
ま
す
。

※
免
除　

全
額
免
除
、
一
部
免
除

(

４
分
の
３
、
２
分
の
１
、
４
分
の

１)

、
若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生

納
付
特
例
の
こ
と
で
す
。

失
業
な
ど
の
特
例
免
除
の

対
象
期
間
も
拡
大
さ
れ
ま
す

　

災
害
・
失
業
な
ど
を
理
由
と
し

た
免
除
（
特
例
免
除
）
は
、
こ
れ
ま

で
、
申
請
時
点
の
年
度
ま
た
は
前

年
度
に
災
害
・
失
業
な
ど
の
理
由

▶
告
知
イ
メ
ー
ジ
例
（
テ
ロ
ッ
プ
、

ロ
ゴ
）　

※
テ
ロ
ッ
プ
、
ロ
ゴ
な

ど
が
表
示
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

用
途
地
域
の
変
更
に
伴
う
都
市

計
画
図
は
、
事
前
に

都
市
計
画

課
で
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

変
更
す
る
都
市
計
画　

▼
用
途
地
域
の
変
更
（
南
彦
根
駅
南

東
部
地
区
・
都
市
計
画
図
の
更
新
に

伴
う
も
の
）、
エ
ク
セ
レ
ン
ト
ヒ

ル
ズ
彦
根
地
区
地
区
計
画
の
区

域
拡
大
変
更

新
た
に
決
定
す
る
都
市
計
画　

▼
本
町
二
丁
目
地
区
地
区
計
画
、南

彦
根
駅
南
東
部
地
区
地
区
計
画

縦
覧
期
間　

２
月
24
日
㈪
〜
３
月

ご
覧
く
だ
さ
い

彦
根
長
浜
都
市
計
画
の

変
更
な
ど
の
案

□市
都
市
計
画
課

都
市
計
画
の
変
更
と
、
新
た
な

決
定
の
た
め
、
都
市
計
画
法
に
基

づ
き
、
都
市
計

画
の
案
を
次
の

と
お
り
縦
覧
し

ま
す
。

こ
れ
ら
の
案

に
意
見
が
あ
る

場
合
は
、
意
見

書
を
提
出
す
る

の
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
と
、

い
つ
ま
で
も
元
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

名
義
変
更
の
手
続
き
は
15
日
以
内

　

軽
自
動
車
な
ど
を
知
人
に
譲
っ

た
り
、
業
者
に
下
取
り
に
出
し
た

り
し
た
と
き
は
、
そ
の
理
由
が
発

生
し
た
日
か
ら
15
日
以
内
に
名
義

変
更
な
ど
の
手
続
き
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

相
手
方
に
手
続
き
を
依
頼
し
た

と
き
は
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
、

後
日
自
分
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

廃
車
の
手
続
き
は
30
日
以
内

　

故
障
、
事
故
、
車
検
切
れ
な
ど

で
乗
ら
な
く
な
っ
た
軽
自
動
車
な

ど
は
、
そ
の
理
由
が
発
生
し
た
日

か
ら
30
日
以
内
に
廃
車
の
手
続
き

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

登
録
が
残
っ
た
ま
ま
だ
と
、
登

録
さ
れ
て
い
る
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

手
続
き
は
４
月
１
日
ま
で
に

　

名
義
変
更
や
廃
車
の
手
続
き
が

４
月
２
日
以
降
に
な
る
と
、
４
月

１
日
現
在
登
録
の
あ
る
元
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
は
早
め
に

　

例
年
、
３
月
下
旬
は
各
窓
口
が

た
い
へ
ん
混
雑
し
ま
す
。
手
続
き

は
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
先　

税
務
課
市
民
税
係
☎

30-

６
１
４
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-
１
３
９
８
番

廃
車
・
名
義
変
更
な
ど
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先

自
動
車
、
１
２
６
㏄
以
上
の
バ

イ
ク
…
近
畿
運
輸
局
滋
賀
運
輸

支
局
☎
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
６
４
番

軽
自
動
車
…
軽
自
動
車
検
査
協

会
滋
賀
事
務
所
☎
０
７
７-

５

８
５-

７
１
０
３
番

１
２
５
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
、
小

型
特
殊
自
動
車
（
テ
ー
ラ
ー
、
ト

ラ
ク
タ
ー
、乗
用
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
）

…

税
務
課
市
民
税
係
☎

30-

６
１
４
０
番

と
、
総
務
省
が
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
会
社
な
ど
に
、
平
成
27
年
３

月
末
ま
で
の
期
間
で
実
施
す
る

よ
う
要
請
し
た
サ
ー
ビ
ス
で

す
。

デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
終
了

後
、
引
き
続
き
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
に
、
次

の
地
デ
ジ
の
準
備
を
お
願
い
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

地
デ
ジ
の
準
備
方
法

▼
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に
買
い

替
え
る

▼
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
購
入
す

る
▼
ご
覧
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業

者
と
契
約
す
る

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
Ｓ
Ｔ
Ｂ

（
セ
ッ
ト
・
ト
ッ
プ
・
ボ
ッ
ク
ス
：

デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
）
を
設
置

し
、
今
使
っ
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
に
接
続
し
て
視
聴
す
る

（
事
業
者
に
よ
っ
て
は
契
約
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
省
地
デ

ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
受
付
時

間　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）
☎

０
５
７
０-

07-

０
１
０
１
番

※
Ｉア

イ

Ｐピ
ー

電
話
な
ど
を
使
用
し
て

い
て
、
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
つ

な
が
ら
な
い
場
合
は
、
☎
03-

４
３
３
４-

１
１
１
１
番
に
お

願
い
し
ま
す
。

デジアナ変換

ご覧のテレビは、平成 27 年 3 月末に終了します。

募集します
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全
６
回
）　

午
前
コ
ー
ス
（
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分
）、
午
後
コ
ー

ス
（
午
後
１
時
30
分
〜
同
４
時
30
分
）、

夜
間
コ
ー
ス
（
午
後
７
時
〜
同
10
時
）　

〈
場
所
〉
愛
知
川
ボ
ウ
ル
（
愛
荘
町

長
野
）　
〈
定
員
〉
火
曜
教
室　

36

人
、
木
曜
教
室　

各
コ
ー
ス
42
人　

※
い
ず
れ
も
先
着
順　
〈
費
用
〉

２
千
円
（
全
６
回
分
。
ゲ
ー
ム
代
、貸

靴
代
、
教
材
費
、
保
険
料
含
む
）　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
日
本
プ
ロ

ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
（
加か

門も
ん

さ
ん
）
☎

０
８
０-

８
５
０
５-

６
６
８
６
番

（
午
前
８
時
〜
午
後
10
時
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
４
９-

42-

４
４
５
４
番

彦
根
市
民
活
動
助
成
金
事
業

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
折
り
紙
を

作
ろ
う

〈
内
容
〉
ひ
こ
に
ゃ
ん
、く
ま
モ
ン

な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
モ
チ
ー

フ
に
し
て
、
折
り
紙
を
作
っ
た
り
、

モ
ビ
ー
ル
（
飾
り
の
一
種
）
を
作
っ

た
り
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉３
月
16

日
㈰　

午
後
１
時
30
分
〜
同
３
時

30
分　
〈
場
所
〉
市
立
図
書
館
（
尾

第
50
回
（
平
成
26
年
度
）

市
民
文
芸
作
品

〈
対
象
〉市
内
や
近
隣
市
町（
米
原
市
、

豊
郷
町
、
甲
良
町
、
多
賀
町
、
愛
荘
町
、

東
近
江
市
）
に
在
住
、
ま
た
は
市
内

に
在
勤
・
在
学
の
人
、
ま
た
は
市

内
の
文
芸
団
体
に
所
属
し
て
い
る

人　

※
中
学
生
以
下
は
応
募
で
き

ま
せ
ん
。　
〈
募
集
部
門
〉
俳
句　

１
人
３
句
以
内
、
短
歌　

１
人
３

首
以
内
、　

川
柳　

１
人
３
句
以

内
、冠
句　

冠
題
「
光
さ
す
」「
声

は
ず
む
」「
ネ
ー
ミ
ン
グ
」
合
わ

せ
て
１
人
３
句
以
内
、
詩   

１
人

２
編
以
内（
１
編
に
つ
き
原
稿
用
紙
２

枚
以
内
）、
随
筆
・
評
論　

１
人
１

編
（
同
５
枚
以
内
）、小
説　

１
人
１

編
（
同
20
枚
以
上
50
枚
以
内
）　

※
応

募
は
募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。　
〈
募
集
要
項
設
置
場
所
〉総

合
案
内
（
市
役
所
１
階
）、
各
地
区

公
民
館
、
支
所
、
各
出
張
所
、
ひ

こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
、
み
ず
ほ
文

化
セ
ン
タ
ー
、
高
宮
地
域
文
化
セ

ン
タ
ー
、
市
民
会
館
、
市
立
図
書

館
、
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
、
俳
遊

館
ほ
か　
〈
そ
の
他
〉
審
査
結
果

通
知
用
と
し
て
、
80
円
切
手
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。（
応
募
者
１
人

に
つ
き
１
枚
）　
〈
応
募
期
間
〉
３
月

１
日
㈯
～
４
月
11
日
㈮　
〈
応
募
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会

文
化
振
興
室
「
市
民
文
芸
作
品
」

係（
〒
５
２
２-

０
０
５
５　

野
瀬
町
１

８
７-

４　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
内
）

☎
23-

７
８
１
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番

ウ
ィ
ズ
10
周
年
記
念
講
座

プ
ロ
に
学
ぶ
料
理
教
室

〈
内
容
〉
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
マ

フ
ィ
ン
（
お
菓
子
の
一
種
）
作
り
を

プ
ロ
か
ら
学
び
ま
す
。　
〈
日
時
〉

３
月
３
日
㈪　

午
前
10
時
〜
正
午　

〈
場
所
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
平
田
町
）
調
理

実
習
室　
〈
対
象
〉
市
内
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人　
〈
費
用
〉
１
、

５
０
０
円
（
受
講
料
、材
料
費
を
含
む
）
　

〈
定
員
〉
16
人
（
先
着
順
）　
〈
申
込

期
間
〉
２
月
15
日
㈯
〜
同
28
日
㈮　

〈
持
ち
物
〉
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
２
枚　
〈
託
児
〉
１
人
１

回
２
０
０
円　

※
０
歳
〜
就
学
前

（
要
予
約
）　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
ウ
ィ
ズ
」
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
５

２
９
番　

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま

た
は
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

偉
大
な
る
、
し
ゅ
ら
ら
ぼ
ん
杯

カ
ロ
ム
選
手
権
大
会

〈
内
容
〉
映
画
『
偉
大
な
る
、し
ゅ

ら
ら
ぼ
ん
』
の
大
部
分
が
、
市
内

で
撮
影
さ
れ
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
、

劇
中
に
登
場
す
る
カ
ロ
ム
の
大
会

を
実
施
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉
３

月
９
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
２

時
（
予
定
）　
〈
場
所
〉
西
中
学
校

（
金
亀
町
）
体
育
館　
〈
費
用
〉
無
料　

〈
定
員
〉
ダ
ブ
ル
ス
の
み　

96
組

（
１
９
２
人
）（
先
着
順
）　
〈
申
込
期

限
〉
２
月
28
日
㈮　
〈
試
合
方
法
〉

予
選
、
決
勝
と
も
リ
ー
グ
戦
（
総

当
た
り
戦
）　
〈
そ
の
他
〉参
加
賞
と

し
て
『
偉
大
な
る
、
し
ゅ
ら
ら
ぼ

ん
』
の
関
連
商
品
を
お
渡
し
し
ま

す
。　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

ひ
こ
ね
街
の
駅
「
戦
國
丸
」
☎
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

５
０
５
８
番　

※
２

人
１
組
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

初
心
者
向
き

健
康
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

〈
内
容
〉
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、誰

で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。　

〈
日
時
〉▼
火
曜
教
室　

３
月
11
日

～
４
月
15
日
（
毎
週
火
曜
日　

全
６

回
）　

午
後
コ
ー
ス
（
午
後
１
時
30
分

〜
同
４
時
30
分
）　

▼
木
曜
教
室
３

月
13
日
～
４
月
17
日
（
毎
週
木
曜
日

末
町
）
第
１
集
会
室　
〈
対
象
〉
５

歳
以
上　

※
子
ど
も
と
一
緒
に
保

護
者
も
参
加
で
き
ま
す
。　
〈
費

用
〉
無
料　
〈
定
員
〉
30
組
（
先
着

順
）　
〈
申
込
開
始
日
〉
２
月
19
日

㈬
〜　
〈
持
ち
物
〉
は
さ
み
、の
り　

〈
主
催
〉彦
根
の
図
書
館
を
考
え
る

会
・
市
立
図
書
館　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉
市
立
図
書
館
（
開
館
時

間　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
）
☎
22-

０
６
４
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-
０
３

０
０
番　

※
電
話
か
直
接
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

彦
根
市
水
泳
連
盟

水
泳
教
室

〈
対
象
〉４
歳
〜
中
学
生　
〈
日
時
〉

４
月
６
日
㈰
〜
平
成
27
年
３
月
28

日
㈯
（
毎
月
第
１
・
３
日
曜
日
、
第

２
・
４
土
曜
日　

全
48
回
）　

午
前
８

時
45
分
〜
同
10
時　
〈
場
所
〉甲
良

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー

ル
（
甲
良
町
在
士
）　
〈
定
員
〉
20
人

程
度
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
年
会
費

５
千
円
、月
謝
５
千
円　
〈
申
込
開

始
日
〉
３
月
２
日
㈰　

午
前
９
時

〜
同
10
時
30
分　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉彦
根
市
水
泳
連
盟
（
上
野

さ
ん
）☎
22-

７
８
６
２
番　

※
印

鑑
、
年
会
費
、
月
謝
（
４
月
分
）
を

持
っ
て
、
申
込
受
付
日
時
に
甲
良

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー

ル
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　作品に込められたメッセージが、さらに多く
の皆さんに伝えられることを願って、作文・標
語・ポスターの入賞作品を啓発パネルにして、無
料で貸し出しをしています。
　心がほっとなごんだり、はっと気づかされた
り、心温まるメッセージがいっぱいの啓発パネ
ルです。
　パネルは１枚から借りられます。家庭、地域、
職場などで活用してください。
問い合わせ先　 人権政策課

　

皆
さ
ん
か
ら
人
権
の
尊
重
を
テ
ー
マ
に

し
た
作
品
を
広
く
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
作

文
２
６
５
点
、標
語
３
８
２
点
、ポ
ス
タ
ー

２
８
３
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
入
賞
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

各
部
門
で
特
選
と
な
っ
た
作
品
を
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

作
文
部
門　

特
選
６
点
、
入
選
12
点

標
語
部
門　

特
選
６
点
、
入
選
12
点

ポ
ス
タ
ー
部
門　

特
選
６
点
、
入
選
12
点

表
彰
式

日
時　

２
月
23
日
㈰
　
午
後
２
時
30

分
〜

場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

入
賞
作
品
展　

入
賞
作
品
54
点
を
展
示

　

日
時　

２
月
24
日
㈪
〜
３
月
7
日
㈮　

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

　

場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政
策
課
☎
30-

６
１
１
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
７
７
番

松
まつ

島
しま

　桃
もも

子
こ

 さん（南中学校 2 年）

あ
っ
た
か
い

み
ん
な
の
こ
こ
ろ

い
い
き
も
ち

あ
い
さ
つ
で

み
ん
な
の
心
に

笑
顔
咲
く

河か
わ

分け　

小こ

春は
る 

さ
ん（
城
東
小
学
校
１
年
）

藤ふ
じ

居い　

涼す
ず

花か 

さ
ん（
彦
根
中
学
校
１
年
）

岡
おか

﨑
ざき

　莉
り

彩
あ

奈
な

 さん（城西小学校 1 年）

は
ー
と
ふ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
2013

入賞作品を展示しませんか



9 2014・2・15 82014・2・15

　１月 17 日、原八幡神社（原町）の隣にあ
る「かくみや庵」で、伝統や文化を大切にす
る心を育もうと、鳥居本中学校（鳥居本町）

の３年生 26 人が茶道体験をしました。
　講師に作法を教わった後、生徒がデザイ
ンし、業者が作った和菓子を食べたり、作

さく

陶
とう

や絵付けをした自作の抹茶茶碗を用いて、
抹茶を味わったりしました。
　生徒は「苦かったですが、おいしかった
です」と笑顔でした。

　

２
月
１
日
、
荒
神
山

自
然
の
家
（
日
夏
町
）
で
、

湖
東
定
住
自
立
圏
事
業

の
一
環
と
し
て
、子
ど
も

が
昔
な
が
ら
の
風
習
に

親
し
む
た
め
、節
分
を
前

に
恵
方
巻
き
作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
小
学
４
〜

６
年
生
14
人
は
、キ
ュ
ウ

リ
や
卵
焼
き
な
ど
の
具

材
を
順
番
に
乗
せ
た
後
、

「
せ
ー
の
」
の
か
け
声
に

合
わ
せ
て
、巻
き
上
げ
て

い
き
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
恵
方
巻
き
の
長
さ
は

６
・
６
ｍ
。約
20
㎝
ず
つ
に
切
り
分
け

ら
れ
た
巻
き
寿
司
を
、
児
童
は
お
い

し
そ
う
に
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
10
日
、 

彦
根
市
実
践
的
防
災

教
育
総
合
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、

城
南
小
学
校
（
西
今
町
）
で
、
防
災

教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
講
演
会
が
行
わ

れ
、
市
内
の
教
職
員
ら
84
人
が
参
加

し
、
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

講
師
は
福
島
県
富
岡
町
の
前
教
育

長
の
庄
野
冨ふ

士じ

男お

さ
ん
。
被
災
直
後

の
様
子
や
防
災
の
あ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
講
演

し
ま
し
た
。

　

庄
野
さ
ん
は「
実
効
性

の
あ
る
訓
練
を
計
画
的

に
行
う
こ
と
や
、学
校
だ

け
で
訓
練
を
行
う
の
で

は
な
く
、地
域
の
人
と
連

携
し
て
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
」
と
話
し
、「
阪

神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
何

も
学
ん
で
い
な
か
っ
た
。

他
人
事
だ
と
思
わ
ず
に
、

想
像
力
が
大
切
で
す
」と

強
調
し
ま
し
た
。

　

１
月
11
日
、
く
す
の
き
セ
ン
タ
ー

（
八
坂
町
）
で
、 

同
セ
ン
タ
ー
の
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

を
記
念
し
て
講
演
が
あ
り
、
約
２
０

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　

講
師
は
カ
ナ
ダ
の
日
系
移
民
を
研

究
し
て
い
る
斉
藤
徳の

り

博ひ
ろ

さ
ん
。
斉
藤

さ
ん
は
、
明
治
32
年
に
彦
根
市
か
ら

同
国
に
渡
っ
た
医
師
の
宮
崎
政ま

さ

次じ

郎ろ
う

さ
ん
を
紹
介
。

　

宮
崎
さ
ん
は
、現
地
の

大
学
で
医
学
を
学
ん
だ

後
、第
二
次
世
界
大
戦
中

に
先
住
民
を
含
む
地
域

住
民
を
診
療
す
る
な
ど

し
ま
し
た
。

　

斉
藤
さ
ん
は「
宮
崎
さ

ん
は
、生
涯
を
通
し
て
地

域
に
根
ざ
し
た
医
療
活

動
を
行
わ
れ
ま
し
た
。戦

後
に
は
、地
域
で
の
貢
献

が
評
価
さ
れ
、カ
ナ
ダ
勲

章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
」

と
功
績
を
紹
介
し
ま
し

た
。

6.6m の恵方巻き作りに挑戦
荒神っ子クラブ

彦
根
仏
壇
の
技
術
を
教
わ
る

城
北
小
の
製
作
体
験

　1月21日、城北小学校（松原町）で、伝統産業への理解を深め
ようと、４年生 44 人が彦根仏壇作りに携わる伝統工芸士など
から指導を受け、仏壇の技術を使った製作体験をしました。
　彦根仏壇事業協同組合会員が、彦根仏壇の製作の流れや歴史
などを説明した後、児童は、金

きん

箔
ぱく

押
おし

、錺
かざり

金具作り、蒔
まき

絵
え

の３グ
ループに分かれて体験。蒔絵では、黒色の板に樹液を使い花や
鳥などの絵を描き、金粉をまぶした後、余分な金粉を綿などで
落とすと、金色をした図柄が浮かび上がりました。
　児童は「筆をまっすぐにして、線をしっかり書きました。家
で飾ります」と話し、出来栄えに満足そうでした。

　

１
月
23
日
、平
田
小
学

校
（
平
田
町
）
で
、
米
作

り
の
体
験
学
習
の
一
環

と
し
て
、５
年
生
45
人
が

和
菓
子
作
り
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

児
童
は
、市
内
の
和
菓

子
店
の
職
人
だ
っ
た
講

師
か
ら
指
導
を
受
け
、ピ

ン
ポ
ン
玉
よ
り
や
や
大

き
め
に
丸
め
た
餡あ

ん

を
、指

先
と
ス
プ
ー
ン
を
使
っ

て
形
を
整
え
て
い
き
、椿

つ
ば
き

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
和
菓

子
を
作
り
ま
し
た
。

　

児
童
は
「
家
で
ク
ッ
キ
ー
を
作
っ

た
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
、
和
菓
子
を

作
る
の
は
初
め
て
で
す
」
と
自
作
の

和
菓
子
を
頬
張
り
な
が
ら
、
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。

指先とスプーンで餡を椿に
平田小が和菓子作り体験

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね
で

み
そ
作
り
体
験

　２月１日、グリーンピアひこね（清崎町）で、地
域で採れた食材の加工を通して、地産池消や伝統
食を次世代に伝えようと、みそ作り体験が行われ
ました。
　参加した親子連れなど 25 人は、講師の指導で、
ビニール袋に入れたゆで大豆を手やすりこぎで叩
いたり押したりして潰しました。
　その後、こうじと塩を入れて混ぜて丸め、容器
の底に敷き詰めていきました。みそは９月頃に出
来上がる予定です。

自
作
の
抹
茶
茶
碗
で
味
わ
う

鳥
居
本
中
の
茶
道
体
験

　１月11日、彦根城大手前公園（金亀町）で、消防団
員や消防職員ら約 520 人、消防車両 32 台、バイク
16 台が参加した、彦根市消防出初式が行われました。
彦根鳶

とび

保存会が、約６メートルのはしごを使って「火
の見」「一本大の字」「鶯

うぐいす

の谷渡り」など 10 数種類の
技を披露すると、観客から大きな歓声が起きました。
　近江高校吹奏楽部 56 人が初参加し、行進などの演
奏やダンスをしたほか、市内の園児らによる「幼年消
防クラブ演技」の後には、内堀への一斉放水もありま
した。

勇
壮
な
鳶
の
技
を
披
露

彦
根
市
消
防
出
初
式

郷土の偉人に学ぶ
くすのきセンターで記念講演

「想像力が大切」
防災教育アドバイザー講演会
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第
29
回　

彦
根
市
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

忘
れ
な
い
で
『
言
葉
の
想お

も

い
』
！

残
し
て
い
こ
う
、
未
来
へ
！
　

　　

家
庭
で
、
地
域
で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

「
男
女
が
と
も
に
輝
く
共
同
参
画
社
会
」
を

築
く
た
め
の
き
っ
か
け
作
り
と
な
る
よ
う
な

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

3
月
２
日
㈰　

午
後
１
時
20
分
〜
同

３
時
30
分
（
開
場　

同
１
時
〜
）

場
所　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
（
野
瀬
町
）

メ
ッ
セ
ホ
ー
ル

内
容

▼
寸
劇
「
言
葉
銀
行
へ
よ
う
こ
そ
！
Ｐ
ａ
ｒ

　

ｔ
２
」

　

出
演　

彦
根
市
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ

　

ム
実
行
委
員

▼
講
演
「
ツ
キ
を
呼
ぶ
魔
法
の
言
葉
♪
」

　

講
師　

五い
つ

日か

市い
ち　

剛つ
よ
し

さ
ん

　

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

昭
和
39
年
岩
手
県

生
ま
れ
。
大
学　

院
修
了
後
、
米
国
の
大

学
に
留
学
。
企
業
で
勤
務
し
た
の
ち
独
立
。

著
書
に
学
生
時
代

の
体
験
な
ど
を
ま

と
め
た
『
ツ
キ
を

呼
ぶ
魔
法
の
言

葉
』
な
ど

申
込
期
間　

２
月
15
日
㈯
〜
３
月
１
日
㈯

託
児　

０
歳
〜
就
学
前
（
要
予
約
）

そ
の
他　

手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９
番　

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た

は
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。
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※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

　
　知的障害や発達障害のある人やその保護者など、誰
でも集える場所です。
　自分自身や家族、教育のことなど、何でも自由に話
したり、聞いたりするために、開設しました。利用は
無料です。お越しください。　

日時　第 2 水曜日、第 4 土曜日の月 2 回　
　10：00 〜 14：30（出入り自由）　
場所　川地工務店「m

ミ 　 ン 　 ト

into」（長曽根南町 468-5）

問い合わせ先　NPO 法人彦根育成会☎ 24-8624、
FAX26-1747

彦
根
市
立
城
東
小
学
校

場
所　

京
町
ニ
丁
目
２
番
19
号

創
立　

明
治
19
年

児
童
数　

３
１
４
人（
平
成
25
年
４
月
）

教
育
目
標　
「
自
助
と
友
愛
の
精
神
を

基
盤
に
、生
き
る
力
を
は
ぐ
く
み
、心

豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
を
育
成

す
る
」

　
「
自
助
・
友
愛
」
を
校
訓
に
「
き
び
し

く
・
や
さ
し
く
・
た
く
ま
し
く
」
を
子

ど
も
の
目
標
と
し
て
、
日
々
の
教
育
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
学
習
と
し
て
、
彦
根
城
や
玄
宮

園
の
こ
と
を
調
べ
て
観
光
客
に
ガ
イ
ド

し
た
り
、「
小
江
戸
彦
根
の
城
ま
つ
り
パ

レ
ー
ド
」
に
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
で
出

場
し
た
り
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、井
伊

直な
お

弼す
け

の
生
き
方
に
学
び
、
日
々
の
生
活

を
振
り
返
る
「
自
分
を
き
た
え
る
日
」

の
取
り
組
み
も
続
け
て
い
ま
す
。

　

卒
業
ま
で
に
約
１
５
０
編
の
詩
や
名

文
を
覚
え
た
り
、
琵
琶
湖
１
周
分
に
相

当
す
る
距
離
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
一
つ
一
つ
の
活

動
の
積
み
上
げ
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
☎
24-

７
９
７
３
番
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

▲彦根城ボランティアガイド▲詩の暗唱 ▲小江戸彦根の城まつりパレード

開設しました　街中（まちなか）サロン
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米よ
ね

倉く
ら

　
玄げ

ん

ち
ゃ
ん

（
東
沼
波
町
）

田た

中な
か

琉る

生い

ち
ゃ
ん

（
宇
尾
町
）

古ふ
る

瀬せ

湊そ
う

一い
ち

ち
ゃ
ん

（
南
川
瀬
町
）

　平成26年1月から、 健康推
進課が「くすのきセンター（八
坂町 1900-4、市立病院の敷地内）」

に移転しました。各サービスを
ご利用の際は、会場をご確認の
うえ、お越しください。

自殺予防対策講演会

「あなたの大切な人が

 うつになったら」
　

日時　2月23日㈰　10：30 〜 12：00
　（開場　10：00 〜）

場所　ビバシティ彦根（竹ケ鼻町）ビバシティホール
講師　石

いし

蔵
くら

　文
ふみ

信
のぶ

さん（大阪樟
しょう

蔭
いん

女子大学教授）

※申込は不要で、参加は無料です。
問い合わせ先　 健康推進課

　

予
防
接
種
は
、
病
気
に
対
す
る

抵
抗
力
を
つ
け
た
り
、
発
病
を
予

防
し
た
り
す
る
た
め
に
大
切
な
も

の
で
す
。

　

母
子
健
康
手
帳
な
ど
で
接
種
の

記
録
を
確
認
し
て
、
予
防
接
種
の

説
明
書
を
読
ん
で
、
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　

麻
し
ん
風
し
ん
第
２
期（
平
成
19

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
20
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
人
）、
２
種
混
合
（
ジ
フ
テ

リ
ア
・
破
傷
風
）
第
２
期
（
平
成
13
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
人
）の
接
種
期
間
は
３
月
31

日
㈪
ま
で
で
す
。
こ
の
機
会
に
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

過
去
の
接
種
状
況
な
ど
が
分
か

ら
な
い
場
合
は
、

健
康
推
進
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象　

彦
根
市
に
住
民
登
録
の
あ

る
人

実
施
方
法　

予
約
制
（
指
定
医
療
機

関
）　

※
指
定
医
療
機
関
は
、
個
人
に
通

知
し
て
い
る
案
内
や
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

接
種
費
用　

無
料　

※
対
象
年
齢
内
に
接
種
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
有
料
に
な
り

ま
す
。

そ
の
他

▼
「
滋
賀
県
予
防
接
種
広
域
化
事

業
」
に
よ
り
、
市
外
（
県
内
）

で
予
防
接
種
を
受
け
る
場
合
は
、

事
前
に

健
康
推
進
課
で
申
請

が
必
要
で
す
（
申
請
が
な
い
と
接

種
で
き
ま
せ
ん
）。

▼
定
期
の
接
種
間
隔
で
接
種
し
な

い
と
、
任
意
接
種
と
な
り
、
同

　

意
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　

決
め
ら
れ
た
接
種
間
隔
で
予

防
接
種
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

▼
平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
は
、

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
特
例
対

象
者
で
す
。

　
　

日
本
脳
炎
は
全
部
で
４
回
接

種
が
必
要
で
す
。
未
完
了
の
人

は
、
不
足
回
数
分
の
接
種
を
20

歳
未
満
ま
で
に
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
　

接
種
履
歴
を
確
認
し
、
重
複

接
種
が
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
接
種
間
隔
は
医
師
と

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
予
防
接
種
に
は
原
則
と
し
て
、

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
あ
り
、

保
護
者
以
外
の
人
が
同
伴
す
る

場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す

の
で
、

健
康
推
進
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

３
月
１
日
〜
同
７
日
は

子
ど
も
の
予
防
接
種
週
間

　平成 24 年の我が国の自殺者数は２万
7,858 人で、１日に約 75 人もの尊い
命が失われています。
　彦根市の年間の自殺者数は、これまで
約 20 人でしたが、平成 25 年には 30
人を超えています。
　自殺は、健康、経済、仕事などさまざ
まな問題が複雑に絡まり合って起こる
社会的な問題といわれています。
　また、自殺を図る人の９割は、その直
前にうつ病などにかかっています。
　この講演会で、心の病気について学び、
予防や早期発見などの対応を図り、一人
でも多くの大切な命を守りましょう。
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発
行
：
彦
根
市

編
集
：
情
報
政
策
課

●
1
日
・
1
5
日
発
行
　
　

通
巻
第
1
3
0
5
号

（
平
成
2
6
年
２
月
1
5
日
発
行
）

▶
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
大
豆
油
イ
ン
キ
を
包
含
し
た
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

▶
廃
棄
す
る
場
合
に
は
古
紙
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
5
0
,0
0
0
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
の

単
価
は
7
円
（
１
円
未
満
切
り
捨
て
）
で
す
。
た
だ
し
、
原
稿
作

成
・
編
集
な
ど
に
か
か
る
職
員
の
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

広
報
ひ
こ
ね

16

休日窓口を開設します
３月23日㈰、同29日㈯、同30日㈰、４月６日㈰　各日とも8：30〜 12：00

３・４月は窓口が混雑します
●３・４月の月曜日と金曜日は、特に混雑が予

想され、待ち時間が長くなります。なるべく
他の曜日をご利用ください。

●毎週木曜日（祝日は除く）は、19：00 まで業
務時間を延長しています。（市民課、保険年金課、
保険料課、税務課、納税課）

支所、各出張所もご利用ください
●支所、各出張所でできること

▶印鑑証明書、住民票や戸籍謄
とう

抄
しょう

本
ほん

などの発
行、印鑑登録、住民異動や戸籍の届出など

●支所、各出張所でできないこと
　▶休日業務、業務時間の延長

▶公的個人認証の電子証明書申請など
●各出張所でできないこと
　▶住民基本台帳カード発行申請やコンビニ交
　　付サービス登録など

◆　支所・出張所　◆
稲枝支所（田原町 13-1）☎ 43-2225
鳥居本出張所（鳥居本町 1491-6）☎ 22-2204
河瀬出張所（森堂町 131）☎ 28-1001
亀山出張所（賀田山町 278-2）☎ 28-0022
高宮出張所（高宮町 2311）☎ 22-3210

　 市民課では、転入・転出・転居による住民異
動が多い 3・4 月に、休日窓口を開設します。
開設日　３月23日㈰、同29日㈯、同30日㈰、　

４月６日㈰
開設時間　8：30 ～ 12：00
内容
▶住民票や戸籍などの各種証明書の発行
▶転入届や転出届、転居届など住民異動届の受付
▶戸籍届の受付（受付のみで受理はできません）

▶印鑑登録の受付と印鑑登録証明書の発行
▶住民基本台帳カード発行、コンビニ交付サービ

ス申請
※海外からの転入や住民基本台帳カードを利用し

た転入などは、他市町村などと連携が必要なた
め、取り扱えない場合があります。

問い合わせ先　 市民課☎ 30-6111、FAX22-
1398

住
民
登
録
は

正
し
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
か

住
民
登
録
は
、
氏
名
・
生
年
月

日
・
性
別
・
住
所
・
世
帯
主
と
の

続
柄
な
ど
が
記
録
さ
れ
、
国
民
健

康
保
険
、
国
民
年
金
、
児
童
手
当

な
ど
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎

と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
で
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
確
実
に
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
引
っ
越

し
な
ど
で
住
所
を
移
し
た
人
は
、

14
日
以
内
に
住
民
登
録
の
届
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

現
住
所
で
住
民
登
録
を
し
て
い

な
い
人
や
登
録
が
抹
消
さ
れ
た
ま

ま
の
人
は
、
正
し
い
住
民
登
録
が

必
要
で
す
。

今月の納税 固定資産税（第4期） 2月28日㈮までに納めましょう

※口座振替ではない人で、納付書が届いていなければご連絡ください　問い合わせ先　　税務課☎ 30-6138、FAX22-1398

市民課からのお知らせ

◀
届
出
の
と
き
に
は
、
窓
口
前
に
あ
る
発

券
機
か
ら
番
号
札
を
お
取
り
く
だ
さ
い


